
「外国ルーツ青少年未来づくり検討会」第３回勉強会

外国ルーツ高校生・若者の

「居場所づくり」と「地域先輩の人材育成」

社会福祉法人青丘社 原千代子



１．こども・多文化家族の課題

（１）小学生・中学生の状況
・中学生・高校生期の子ども呼び寄せ→フィリピン、中国多い。

（学校、家庭での位置～厳しい）
・学校に行けない子ども（学齢超過者）～「多文化フリースクール」
・生活言語能力１～2年、学習言語能力5年
・進路決定がすぐ来る ＊外国人特別募集高校（難関）神奈川県１１校

（２）高校生～若者の抱える課題
・高校に入っても経済的困難。アルバイト漬け！将来への展望？
★小学生・中学生サポートに積極的スタッフ参加

～ロールモデル・自己肯定感を育む～
★大師高校・川崎高校との連携（多文化教育コーディネーター派遣）



２．外国につながるこども・多文化家族支援
★小学生・中学生（義務教育期）、保護者・多文化家族支援
ある程度、自治体政策で制度化されてきた！

＊ 2004年 青丘社自主事業
→ 協働事業（区役所・教育委員会）

（１）★２０１８年度～ 教育委員会 寺子屋事業
外国につながる分室：宮前小、川崎小教室運営

★２０１９年度～ 川崎区外国につながる小中学生学習支援・
居場所づくり事業

★外国つながる学習サポート 参加者数 １７年で “１８倍”
2004年：中学生4名

→2021年：総数７３名 小学生３８名、中学生２５名、
学齢超過者４名、高校生・若者６名

（２）保護者向け多言語情報の発信及び通訳システム

★川崎区こども支援機関通訳・翻訳事業
＊２００６年からスタート、現在年間２３８件の委託



３．外国につながる高校生：進学率、中退率
外国につながる若者の就職内容

＜2018文部科学省調査＞

①高校進学率

日本の高校生 ９８．４%

日本語指導が必要な子 ３３．８%
②高校中退率

日本の高校生 １．３%

日本語指導が必要な子 ９．６%
③就職者中非正規就職率

日本の高校生 ４．３%

日本語指導が必要な子 ４０．３%
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《全高校生等》
（全日制・定時制高校及び
中等教育学校後期課程のみ）

《日本語指導が必要な高校生等》
（全日制・定時制高校及び中等教育学校

後期課程のみ）

約
10

倍
！

＜2018年度中の日本語指導が必要な高校生等の中退・進路状況

：就職者における非正規就職率について＞
（文科省総合教育政策局「日本語指導が必要な児童生徒の

受入状況等に関する調査（２０１８年度）の結果について」より抜粋）
非正規雇用
が多い！



４．外国につながる高校生＆若者
～キャリア支援に向けた視点～

①高校に入っても！「経済的貧困」

～アルバイト漬けの日々～

②社会で生きていくための日本語力

～学習言語、日本語能力試験の壁

③（先輩ロールモデル）として、「支援者」として

～自己肯定感を育む～

④就職の選択肢に必要な力とは・・・？

～進路保障の取り組みを地域から～

＊従来の選択肢：大学？専門学校？就職？

＊職業訓練校（カナテクカレッジ）産業技術短期大学



５．外国につながる高校生・若者
キャリア支援相談会

★従来、大学・専門学校向け進路相談会は、開催されてきたが・・・。

★特に非漢字圏を中心とした高校生の進路開拓を中心に

＜第１回2020年8月29日・川崎＞総参加者 ４９名（申し込み定員制）

・高校生18名（非漢字圏14名・フィリピン、ネパール、タイ）

・引率教員2名・企業、団体9名、・協賛団体2名

・先輩5名、多言語通訳3名、スタッフ10名

＜第２回2021年10月30日・鶴見＞総参加者 ５４名（申し込み定員制）

・高校生20名（非漢字圏14名・フィリピン、ネパール、タイ、モンゴル）

・引率教員2名・企業、団体12名、・協賛団体2名

・先輩5名、多言語通訳3名、スタッフ10名





６．キャリア支援から視えてきたこと（成果）

～自らを知る、つながる、支え合う～

（１）従来、高校卒業時、進学、学校斡旋の就職を

しない高校生が多数いた。

＊就職者中非正規就職率（外国ルーツ10倍！）

日本語指導が必要な子 ４０．３% 日本の高校生 ４．３%

（２）非正規労働のただ中、契約の仕組みや労働者

の権利を全く知らない。

（必要とされている知識・法律・生きる権利）

（３）正規労働者のロールモデル～発信

→つながる～支え合う仲間（地域の共生拠点）



７．後輩へのメッセージ
＜フィリピン先輩から、カナテク（東部技術校）紹介！＞



８．活動の展望＆大切にしたいこと
～外国につながる高校生・若者の
「居場所づくり」＆「地域先輩の人材育成」～

（１）非正規就労（４０．３％）に陥っている若者や家族
の「貧困」による連鎖を変えていく。

（２）地域先輩（ロールモデル）との有機的な出会い
「キャリア相談会」を通じて、若者をつないでいく。

（３）外国につながる人びとに「つながりたい」輪を広
げ、共生ネットワークを目指す。



★来年度・2022年度も
多様な先輩と共に ‼


